
EVM User's Guide: TCAN5102-Q1
TCAN5102-Q1 車載セルフ電源型 CAN FD Light レスポンダ 
(SPI、UART、または I2C コントローラ対応) 評価基板

説明

TCAN5102-Q1 EVM は、ユーザーが TCAN5102-Q1 の 

CAN FD (フレキシブルなデータ レート対応のコントローラ 

エリア ネットワーク) ライト レスポンダを評価できるようにす

る評価モジュールです。EVM は、トランシーバを実装し、

EVM 上の適切なジャンパを設定することで、8 ピンおよび 

14 ピンの CAN トランシーバ ファミリの両方に対応できる

よう構成可能です。

特長

• CAN バスにおける標準終端と分割終端

• CANH / CANL のバッテリ短絡試験用パッド

• フィルタ コンデンサ、同相モード チョーク、TVS ダイオ

ードに対応するフットプリントにより、RF ノイズや過渡

パルスから CAN バスを保護

• 一般的な 8 ピンおよび 14 ピン SOIC トランシーバ用

のフットプリント
• DSUB9 コネクタは CAN バス信号と GND に対応し、

一般的な車載用ケーブル ハーネス接続に使用される

• 構成用と制御用のすべてのデジタル信号がヘッダー
に出力されるためアクセスが容易

• 汎用ピンのさまざまな機能の使用に対応するマルチフ
ァンクション ジャンパ

TCAN5102-Q1 EVM
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1 評価基板の概要

1.1 はじめに

このユーザー ガイドは、TCAN5102-Q1 CAN FD Light レスポンダ EVM の操作について詳しく説明しています。このユ

ーザー ガイドでは、すべてのオプションと EVM の全体的な動作について説明しています。このユーザー ガイドでは、基

本的な CAN 評価、さまざまな負荷、終端設定のための EVM 構成について説明しています。

1.2 キットの内容

1. TCAN5102-Q1 CAN FD Light (CAN FDL) レスポンダの EVM。

1.3 仕様

TI は、TCAN5102-Q1 CAN FDL レスポンダを提供しています。レスポンダには、3V ～ 5.5V をサポートする単一 VDD 
電源が搭載されており、I/O レベル シフト CAN トランシーバが搭載されています。

このデバイスは、レスポンダ ノード プロセッサを必要としないコマンダ レスポンダ アーキテクチャにおいて CAN FDL レス

ポンダ ノード アプリケーションをサポートするように設計されています。レスポンダ ノードへの制御はすべて、コマンダ ノ
ード プロセッサからの CAN バスを介して行われるため、レスポンダ ノード プロセッサやソフトウェアは不要です。

TCAN5102-Q1 は、CAN FDL コマンダ ノードからデータやコマンドを受信し、そのノードが SPI、UART、または I2C コン

トローラを介して、TCAN5102-Q1 に接続された周辺デバイスとの通信を制御します。シリアル インターフェイスが不要な

場合は、ピンを GPIO として使用できます。パルス幅変調 (PWM) 出力チャネルは、ステッピング モータや PWM LED を
制御するために、ハードウェアで台形ランプ波形プロファイルもサポートしています。デューティ サイクルまたは周波数を

上昇させることができます。外部水晶振動子やクロックは不要です。

このデバイスは、システム レベルでの柔軟性を確保するため、外部の 8 ピンまたは 14 ピン CAN FD トランシーバ (例：

TCAN844-Q1、TCAN1044A-Q1、TCAN1462-Q1、TCAN1162x-Q1、TCAN1043A-Q1、または TCAN1463A-Q1) を
制御します。このデバイスは、ノードの電源制御およびウェイクアップ信号の通信を行うために、CAN FD トランシーバ / 
SBC に依存しており、CAN RXD (CRXD) ピンを low にラッチすることで TCAN5102-Q1 にウェイクアップ信号を送りま

す。

この EVM は、I2C、PMW、GPIO を経由して通信を行う各種ペリフェラルを搭載している場合、TCAN5102-Q1 デバイス

の動作と性能を評価できるよう設計されています。ペリフェラル部品を EVM に供給します。SPI、UART、I2C と他のペリフ

ェラルのオフボードと通信するフレキシビリティを実現する複数のヘッダも実装済みです。実装されているペリフェラルに
は、U2 温度センサ (I2C 経由で制御する TMP117) と RGB マルチカラー LED (GPIO と PWM を使用して制御する 

LRTBVSR) が含まれます。EVM には、バス終端、バス フィルタリング、および保護回路の構成も備わっています。EVM 
は、ジャンパ設定、シンプルな半田付けタスク、標準部品の交換によって、ユーザのニーズに合わせて容易に構成できま
す。

1.4 製品情報

EVM には、CAN トランシーバ デバイスおよび CAN FDL レスポンダの必要なすべてのピンへの簡単な接続が用意され

ており、必要に応じてジャンパも備えられています。これにより、デバイスのピン設定や CAN バス構成に柔軟に対応でき

ます。GND、VDD、V CC、V IO、VSUP、5VLED、TXD、RXD、CANH、CANL、他のロジックピンなどを評価する際に、プロー

ブ接続が必要なすべての主なポイント (ループ) があります。この EVM は、CAN バス構成を実施するために多くのオプ

ションをサポートしています。この EVM は、ジャンパを使用して分割終端構成または 1 個の 120Ω 抵抗のいずれかを選

択する方法で、2 つの終端方法を実現しています。必要に応じて、同相モード チョーク、ESD 保護用の TVS ダイオー

ド、さらに EMC 保護やシグナル コンディショニング用のコンデンサを実装するためのフットプリントも用意されています。

DSUB9 コネクタを搭載しており、より大規模なシステムで CAN バスの評価と使用を行うことができます。
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2 ハードウェア

ジャンパ情報

表 2-1 に、EVM のジャンパ接続を示します。

表 2-1. ジャンパ接続

接続 タイプ 説明

J1 12 ピン ヘッダー

CAN トランシーバを外部の試験装置やプロセッサ EVM に接続するために、重要なすべてのデジタル 

I/O および GND へアクセスできます。

8 ピン CAN トランシーバの場合：STB 付きの 8 ピン CAN トランシーバを使用する場合は、J1.2 を 

GND にプル ダウンします。これは通常、通常動作では low にする必要があります。8 ピン CAN トラン

シーバを使用する場合は、J18 をフローティングのままにします。J1.2 を low にし、J18 をフローティン

グにする組み合わせで使用します。

J2 DSUB9 コネクタ
通常のヘッダではなく、標準的な DSUB9 CAN ピン配置を使用して、CANH、CANL、および GND を
すべて接続する別の方法を提供します。

J3 4 ピン ヘッダー ピン 7 (INH) 、WAKE、GND にアクセスできます。

J4 2 ピンのジャンパ 120Ω の分割終端を実装しています。J6 と組み合わせて使用する必要があります。

J5 2 ピンのジャンパ
120Ω の終端抵抗を実装しています。スプリット終端 (J4 および J6) と併用することで、実際の CAN バ
スのインピーダンスである 60Ω (120Ω 終端 2 本の並列) を再現できます。

J6 2 ピンのジャンパ 120Ω の分割終端を実装しています。J4 と組み合わせて使用する必要があります。

J7 6 ピン ヘッダー
CAN バス接続 (CANH、CANL) および GND。

(たとえば Vector CANoe を使用して) CAN フレームを送信できます

J8 2 ピンのジャンパ

CAN FDL GPIO9/CS4/SCL ピンへの温度センサの SCL 接続用のシャント。

温度センサ (U2) が不要で、GPIO8 を他の接続に使用する場合は、フローティング/ 未接続のままにま

す。

J9 4 ピン ヘッダー

ピン 11 との共有 VIO 接続用のシャント。

ピン 11 は通常、NC ピンまたは V IO です。

8 ピン CAN トランシーバの場合：VIO を P11 にシャントして、VIO ピンが供給されることを確認します。

J10 2 ピンのジャンパ

温度センサの SDA を CAN FDL の GPIO10/CS5/SDA ピンに接続するためのシャント

温度センサ (U2) が不要で、GPIO10 を他の接続に使用する場合は、フローティング/ 未接続のままに

します。

J11 16 ピン ヘッダー
CAN FDL のすべての重要な GPIO (GPIO0 ～ GPIO7) および GND にアクセスでき、外部の試験装

置やプロセッサ EVM と接続して CAN FDL の IO を使用できます。

J12 2 ピンのジャンパ CAN トランシーバ RXD への CAN FDL レスポンダ CRXD 用のシャント。

J13 2 ピンのジャンパ
CAN FDL レスポンダに電力を供給するために必要：P4 VDD バナナ ジャック接続への CAN FDL レス

ポンダの VDD 接続用のシャント。

J14 6 ピン ヘッダー VDD、Vcc、V IO、5VLED 接続用シャント。必要に応じて共有します。

J15 2 ピンのジャンパ CAN トランシーバ TXD への CAN FDL レスポンダ CTXD のシャント

J16 4 ピン ヘッダー

CAN FDL レスポンダを外部の試験装置で駆動したり、プロセッサ EVM と接続したりするために、CAN 
FDL の GPIO9/CS4/SCL、GPIO10/CS5/SDA ピンおよび GND にアクセスできます。

J16 を U2 以外の接続に使用する場合：J8 と J10 の接続解除 / フローティングが行われていることを確

認します。

J17 6 ピン ヘッダー
マルチカラー RGB LED ペリフェラル D4 を駆動するために、CAN FDL の GPIO11/CS6/PMW0、

GPIO12/CS7/PMW1、GPIO8/URXD ピンおよび GND にアクセスできます。

J18 2 ピンのジャンパ
CAN FDL の CSLP ピンを CAN トランシーバの nSTB ピンに接続するためのシャント

STB 付きの 8 ピン CAN トランシーバの場合：J18 の接続解除 / フローティング。

J19 3 ピンのジャンパ CAN FDL PROG ピンから VDD または GND へのシャント

J20 グランド クリップ GND への追加接続を実現します。

J21 2 ピンのジャンパ
VBAT と VVSUP を接続するためのシャント。

これにより、ダイオード D5 がバイパスされます。
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表 2-1. ジャンパ接続 (続き)
接続 タイプ 説明

テスト ポイント

赤 電圧電源

黒 GND

白 CAN トランシーバのロジック I/O

グレー CAN トランシーバの INH および WAKE ロジック I/O

青 CAN FDL GPIO と CAN トランシーバ CANH / CANL
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3 EVM のセットアップおよび動作

このセクションでは、パラメータ性能評価のための EVM のセットアップと動作について説明します。

3.1 概要と基本操作設定

3.1.1 電源入力 VBAT、VCC、VIO、VDD および 5VLED 

各電源ピンは、バナナ ジャック、テスト ポイント、ヘッダに接続できます。J14 ヘッダをシャントすることで、VDD、V CC、

V IO、5VLED は電源電圧を共有できます。すべての電源を同じ 5V 電源から供給したい場合に、簡易評価用として任意

で使用できます。それ以外の場合は、ユーザーはそれぞれのコネクタを介して個別に各電源に必要な電源を供給できま
す。ダイオード D5 は、J21 ヘッダの VBAT および VSUP をシャントすることでバイアスできます。

14 ピンの CAN トランシーバには、VSUP、VCC、VIO が必要です。nFault LED D2、CAN FDL の LED D3、LED ペリフェ

ラル D4 は 5VLED を使用します。故障が発生している場合、または 14 ピン デバイスの nFault ピンが未接続 (nFault が
フローティング) になっている場合、nFault LED の D2 が点灯します。

この 8 ピン CAN トランシーバは通常、VCC と VIO を必要とします。VIO と P11 は、J9 ヘッダをシャントして電源電圧を共

有します。これは、VIO 付きの 8 ピン CAN トランシーバに必要です。P11 は、未接続 (NC) と 8 ピン CAN トランシーバ

用の VIO ピンのどちらかにすることができます。これにより、8 ピンの CAN トランシーバオプションを使用して評価できる柔

軟性が得られます。

CAN FDL レスポンダには VDD が必要です。VDD が供給されると、CAN FDL の LED D3 が点灯します。バナナ ジャック 

(または J14) から供給された VDD を TCAN5102-Q1 CAN FDL レスポンダの VDD ピンに接続するには、J13 をシャント

する必要があります。

3.1.2 はじめに — EVM のクイック セットアップの例

8 ピンまたは 14 ピンのどちらかのトランシーバ オプションを使用する迅速な評価を実現するには、表 3-1 の推奨ジャンパ

接続をデフォルトの EVM セットアップとして使用してください。この例では、PCAN-USB Pro FD アダプタ を使用して、

EVM の J2 (DSUB9) から送信される USBCAN フレーム を介し、コンピュータとの CAN 接続を有効にしています。
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図 3-1. PCAN-TCAN EVM のハードウェアの設定
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図 3-2. PCAN-USB Pro FD の設定
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図 3-3. PCAN-USB Pro FD ACK の設定

図 3-4. TX フレーム

図 3-1 に、TCAN5102-Q1 のデフォルト速度である 250kbps、50% のサンプル ポイントでの CAN 設定を示します。Tx 
セルフ アクノリッジが ON になっており、バス上で ACK ビットが有効になっています。TCAN5102-Q1 のデフォルト CAN 
識別子である 000h が選択され、標準 CAN フレーム形式で送信されました。CAN ペイロードの最初の 3 バイトはヘッダ
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ーとして使用されており、オペコード (op code)、データ長、およびアドレスの 3 つのフィールドが含まれます。ID 001h の
有効な応答が受信され、12 バイトのデータとして 48 81 54 43 35 31 30 32 が得られました。これは、PCAN 電子制御ユ

ニット (ECU) と TCAN5102-Q1 CAN FDL レスポンダが通信していることを示しています。ECU が CAN FD フレームを

送信し、TCAN5102-Q1 デバイスがそれをクエリとして認識して応答しました。応答は ID 001h で受信され、ASCII で
「TCA5102」としてエンコードされています。

CANH (黄色) 、CANL (青) 、TXD/RXD 波形に、TXD、RXD、CANH (黄色) 、CANL (青) のトラフィックを示します。下

段のパターンでは TXD と RXD の切り替えが示されており、PCAN-View がそれをフレームとしてデコードします。CAN 
の差動信号のバーストは、TX フレーム (ID 000h、3B) および応答側の RX フレーム (ID 001h、12B) に対応していま

す。TXD は最初のバーストのみを示し、RXD は両方の動作を示します (最初はセルフ アクノリッジのための信号、次にバ

スから受信したレスポンダのフレームです)。

図 3-5. 送信 / 受信メッセージ

www.ti.com/ja-jp EVM のセットアップおよび動作

JAJUA08 – SEPTEMBER 2025
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

TCAN5102-Q1 車載セルフ電源型 CAN FD Light レスポンダ (SPI、UART、または 
I2C コントローラ対応) 評価基板

9

English Document: SLVUDA7
Copyright © 2025 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJUA08
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJUA08&partnum=TCAN5102-Q1
https://www.ti.com/lit/pdf/SLVUDA7


CANH (黄色) 、CANL (青) 、TXD/RXD 波形

EVM は目的に応じて再構成でき、TCAN5102-Q1 のデータシートを参照することで、周辺機器との通信に使用する追加

のプログラミング例 (CAN FDL プロトコル、SPI、UART、I2C、PWM) を確認できます。

表 3-1. 推奨する接続

接続 トランシーバーのタイプ 推奨事項

J1
8 ピン J1.2 のシャントを GND に接続

14 ピン J1.2 を浮動にします

J2 任意
通常のヘッダではなく、標準的な DSUB9 CAN ピン配置を使用して、CANH、CANL、および GND を
すべて接続する別の方法を提供します。

J3 14 ピン 必要に応じてピン 7 (INH) 、WAKE、GND にアクセスできます。

J4 任意 120Ω のスプリット終端を実装するためのシャント。J6 と組み合わせて使用する必要があります。

J5 任意
120Ω 終端抵抗を実装するためのシャント。スプリット終端 (J4 および J6) と併用することで、実際の 

CAN バスのインピーダンスである 60Ω (120Ω 終端 2 本の並列) を再現できます。

J6 任意 120Ω のスプリット終端を実装するためのシャント。J4 と組み合わせて使用する必要があります。

J7 任意
CAN バス接続 (CANH、CANL) および GND。たとえば Vector CANoe を使用して CAN フレームを送

信できます。

J8 任意

実装済み温度センサの SCL を CAN FDL レスポンダに接続するためのシャント。

GPIO ピンを他の接続に使用する場合 (SCL として設定されている場合も、されていない場合も)、この

ピンは未接続のままにしておくこともできます (J16.1 からもアクセス可能です)。

J9
8 ピン VIO を P11 にシャント。

14 ピン フローティングまたは切断したままにできます。
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表 3-1. 推奨する接続 (続き)
接続 トランシーバーのタイプ 推奨事項

J10 両方

実装済み温度センサの SDA を CAN FDL レスポンダに接続するためのシャント。

GPIO ピンを他の接続に使用する場合 (SDA として設定されている場合も、されていない場合も)、この

ピンは未接続のままにしておくこともできます (J16.2 からもアクセス可能です)。

J11 任意
CAN FDL のすべての重要な GPIO (GPIO0 ～ GPIO7) および GND にアクセスでき、外部の試験装

置やプロセッサ EVM と接続して CAN FDL の IO を使用できます。

J12 任意 CAN トランシーバ RXD への CAN FDL レスポンダ CRXD 用のシャント。

J13 任意 VDD を CAN FDL に供給するためのシャント。

J14 任意

必要に応じて、VDD、VCC、VIO、5VLED 接続を共有するシャント。たとえば、VDD に 5V を供給し、VDD 

を VCC、VIO、および 5VLED 電源にシャント接続することで、EVM に必要なすべての電源を単一の 5V 
電源でまかなうことができます。

J15 任意 CAN トランシーバ TXD への CAN FDL レスポンダ CTXD のシャント

J16 任意

CAN FDL GPIO9/CS4/SCL、GPIO10/CS5/SDA ピン、GND にアクセスできます。デフォルトでは、

TMP117 温度センサ ペリフェラルの駆動に GPIO ピンを使用します。

J8 および J10 をフローティングにして温度センサを切り離した場合、CAN FDL レスポンダを外部のテ

スト機器で駆動したり、プロセッサ EVM と接続したりするために使用できます。

J17 任意

CAN FDL GPIO11/CS6/PMW0、GPIO12/CS7/PMW1、GPIO8/URXD ピンと GND にアクセスできま

す。デフォルトでは、GPIO ピンはマルチカラー RGB LED D4 ペリフェラルの駆動に使用されます。

GPIO を他の周辺機器に使用する場合は、0Ω 抵抗の R24、R25、R27 を取り外して D4 との接続を切

り離します。

J18
8 ピン J1.2 が Low にプルされるようにするため接続解除 / フローティング

14 ピン CAN FDL レスポンダの CnSLP 信号でトランシーバの nSTB を制御できるようにするためのシャント。

J19 両方 デフォルトではフローティング/未接続のままにします。

J20 グランド クリップ GND への追加接続を実現します。

J21 14 ピン
VBAT と VVSUP を接続するためのシャント。

これにより、ダイオード D5 がバイパスされます。

テスト ポイント

赤 電圧電源

黒 GND

白 CAN トランシーバのロジック I/O

グレー CAN トランシーバの INH および WAKE ロジック I/O

青 CAN FDL GPIO と CAN トランシーバ CANH / CANL

3.1.3 I/O ヘッダ (J1、J3、J11、J16、J17)

主要な I/O および電源 GND 機能は、J1、J3、J11、J16、および J17 の各ヘッダに引き出されています。これらのヘッダ

は、試験装置への接続に使用できるほか、CAN コントローラを備えた既存のユーザー アプリケーション ボードに接続す

るための短いケーブルを作成して使用することもできます。

これらのヘッダは、信号ペア (TXD/GND、RXD/GND、GPIO/GND) ごとに個別のグランドを供給するように配置されてい

ます。EVM をラボ機器と併用する場合は、シンプルな 2 ピン ヘッダ コネクタを使用して、これらの主要ポイントに個別の

ケーブルを接続します。ボードをプロセッサ ベースのシステムに接続する場合は、必要なすべての信号をこれらのヘッダ

にケーブルで接続します。
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表 3-2. J1 ピンの定義

行 接続 説明

1 P14
14 ピントランシーバのピン 14：nSTB または nCS。

8 ピン トランシーバのピン 8：STB。

2 TXD CAN 送信データ入力

3 RXD CAN 受信データ出力

4 P11
14 ピン トランシーバのピン 11：未接続 (NC) 、nSTB、または nCS。

8 ピン トランシーバのピン 5：未接続 (NC) または VIO。VIO 用のシャント J9。

5 P6 トランシーバのピン 6：EN または nINT/SDO

6 P8 トランシーバのピン 8：nFAULT または SCLK

図 3-6. J1 基板レイアウト

表 3-3. J3 ピンの定義

行 接続 説明

1 P7 トランシーバのピン 7：INH または INH/LIMP

2 WAKE Wake 入力端子。スイッチ S1 を使用して、ピンを high または low に切り替えることができます。

図 3-7. J3 基板レイアウト
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図 3-8. EVM レイアウト (最上層)
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図 3-9. EVM レイアウト (最下層)

3.1.4 14 ピン トランシーバのピン 14 (8 ピン トランシーバのピン 8)

14 ピン トランシーバのピン 14 は、通常モード選択用 (8 ピン トランシーバのピン 8 にあたる nSTB または STB) に使用

されます。J1 ヘッダーへの信号路は、VIO へのプルアップ抵抗 R2 があらかじめ組み込まれています。

3.1.5 TXD 入力

トランシーバの TXD (ピン 1) 送信データは J1 に配線されています。J1 ヘッダへの信号路には、オプションのフィルタ コ
ンデンサ C32 を追加でき、さらに R1 の位置に VIO へのプルアップ抵抗を取り付けることもできます。
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3.1.6 RXD 出力

トランシーバの RXD (ピン 4) である受信データは、J1 に配線されます。J1 ヘッダへの信号路には、オプションのフィルタ 

コンデンサ C33 を追加でき、さらに R4 の位置に VIO へのプルアップ抵抗を取り付けることもできます。

3.1.7 14 ピン トランシーバのピン 11 (8 ピン トランシーバのピン 5)

14 ピン トランシーバのピン 11 は、通常は未接続ピン (NC)、インヒビット機能のイネーブル ピン (INH_MASK)、または 

SPI シリアル データ入力ピン (SDI) として使用されます。8 ピン トランシーバの場合、このピンをピン 5VIO として使用しま

す。J1 ヘッダへの信号路は、J9 経由で VIO にシャントできます。

3.1.8 ピン 6

14 ピン トランシーバのピン 6 は通常モード選択 (EN) に使用します。J1 ヘッダへの信号路は、VIO へのプルアップ抵抗 

R3 があらかじめ組み込まれています。

3.1.9 14 ピン トランシーバのピン 8

14 ピン トランシーバのピン 8 は、通常ステータス インジケータ フラグ (nFAULT) または SPI クロック ピン (SCLK) として

使用されます。J1 ヘッダへの信号経路はダイオード D2 に接続されており、ピン 8 が high か low かを示します。このダイ

オードは反転接続されているため、故障が発生している場合や 14 ピン デバイスが未接続 (nFault がフローティング) の
場合に、nFault LED の D2 が点灯します。

3.1.10 ピン 7

14 ピン トランシーバのピン 7 は通常、外部レギュレータ (INH) を制御するための高電圧出力、または外部レギュレータ

の分割出力と LIMP ホーム モード (INH/LIMP) と組み合わせたものです。J3 ヘッダへの信号路には、111kΩ プルダウン

抵抗 R5 が事前実装されています。
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3.1.11 WAKE ピン

トランシーバ (ピン 9) の WAKE ピンは J3 に配線されています。J3 ヘッダへの信号路には、あらかじめ 100nF のフィル

タリング コンデンサ C4、VSUP への 20kΩ プルアップ抵抗 R13、および 33.2kΩ の直列抵抗 R14 が実装されていま

す。スイッチ S1 は、J3 ヘッダに加えて、デバイスをウェイクアップさせるための立ち上がりまたは立ち下がりエッジを生成

するために使用できます。

3.1.12 CAN バスの負荷、終端、保護構成を使用

TCAN5102-Q1 CAN FDL EVM には、CANH と CANL の間にジャンパで選択可能な 120Ω 抵抗が 1 本実装されてお

り、さらに分割キャパシタを含む 120Ω の分割終端 (60Ω 抵抗 2 本の直列接続) も備えています。分割終端のみを使用

する場合、EVM はバスの終端ノードとして機能します。バス全体の負荷を電気的に再現して測定する場合は、分割終端

と 120Ω 抵抗を並列に接続し、標準的な 60Ω 負荷としてパラメトリック測定を行います。表 3-4 に、これらの終端オプショ

ンの使用方法を示します。

表 3-4. バス終端構成

終端

構成
終端ジャンパ

分割終端

抵抗
分割終端コンデンサ

ジャンパ J4 J5 J6 R7 R8 C2

終端なし オープン オープン オープン

該当なし 該当なし 該当なし120Ω の標準終端 オープン 短絡 オープン

60Ω の負荷 短絡 短絡 短絡

分割終端
(同相モード安定化) 短絡 オープン 短絡 60 Ω 60 Ω 4.7nF

EVM には、厳しいシステム レベルの EMC 要件に対応するため、堅牢性を高める各種保護回路を実装できるフットプリ

ントも用意されています。表 3-5 に、これらのオプションを示します。

表 3-5. 保護およびフィルタリングの構成

構成 フットプリント リファレンス 使用事例 母集団と説明

直列抵抗または同相モード チョ

ーク (CMC)

R5/R9

CAN トランシーバを CAN バスに接続

します

R5 および R9 は 0Ω で実装済み (デフ

ォルトの実装)

直列抵抗の保護

過酷な EMC 環境では、必要に応じて 

R5 および R9 に MELF 抵抗を実装し

ます。

L1 (共通フットプリント) CMC (バス フィルタ)

ノイズをフィルタリングするために、L1 に 

CMC を実装することもできます (過酷な 

EMC 環境で必要)。
L1 を実装するには R5 と R9 を取り外し

ます。

バス フィルタリング コンデンサの

過渡保護

C1/C3 バス フィルタ

必要に応じてノイズをフィルタリングしま
す (過酷な EMC 環境の場合)。フィルタ 

キャップを L1 CMC と組み合わせて使

用します。

D1 サージおよび ESD 保護

ESD2CAN24-Q1 を実装した D1
(システム レベルの過渡と ESD に対処

する追加保護機能の追加)
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3.1.12.1 CAN FDL レスポンダの設定

CAN FDL EVM は、EVM を CAN ノードとして使用する場合に、TCAN1052-Q1 の CAN ネットワーク トポロジ要件を評

価できるよう、さまざまなフィルタリングおよび保護オプションを実装するためのフットプリントを PCB 上に備えています。

各デジタル CRXD、CTXD、および CnSLP の入出力ピンには、電流制限用の直列抵抗 (デフォルトで 0Ω が実装) およ

び、それぞれ CAN トランシーバの RXD、TXD、nSTB (または STB) ピンに接続するためのシャント用フットプリントが用

意されています。CAN FDL レスポンダの CRXD は、CAN トランシーバの RXD 出力からの入力です。CAN FDL レスポ

ンダの CTXD は、CAN トランシーバの TXD 入力へ出力されます。CAN FDL レスポンダの CnSLP は、CAN トランシー

バの nSTB 入力へ出力されます。CnSLP はデフォルトで High (通常モード) であり、CAN トランシーバ nSTB は通常モ

ードに設定されます。これは、nSTB を備えた 14 ピン トランシーバでは当てはまり、STB を備えた 8 ピン トランシーバで

は極性が反転していることに注意してください。8 ピン トランシーバを使用する場合は、J18 をオープン (フローティング/ 
未接続) のままにし、J1.2 ヘッダを使用して STB ピンを Low にプルダウンし、通常動作させます。

表 3-6. CAN FDL レスポンダ接続

デバイス ピン シャント

/ プルアップ
C から GND 説明

ピン番号 説明 タイプ

1 VDD 電源 J13 C6 デバイス入力、3.3V または 5V

2 PROG 入力 J19

デバイスの構成およびデバッグのた
めの入力。ECU 開発位相では、電

源投入時に VDD にプルし、CAN バ
ス プログラミング データ レートは 

1Mbps に設定されます。

3 DIGFLTR 電源 C7 デジタル コアに使用される内部 

LDO の出力。

4-5

GPIO9/CS4/SCL 入力 / 出力 (J8、J10) で構成

されています。
J16 の詳細を示

します。R30 およ

び R31

C20 および C21

TMP117 温度センサ ペリフェラルの

制御に使用します。シャントを接続し
て FDL レスポンダと通信し、スイッ

チ S2 を使用してアドレスを GND 
にプルします。

GPIO10/CS5/SDA 入力 / 出力

6-7、11

GPIO11/CS6/PWM0 入力 / 出力

J17

D4 LED ペリフェラルの制御に使用

します。緑と青の輝度は PWM で制

御でき、赤は一定の輝度を維持しま

す (または、R23 のサイズ設定で電

流を制御することで変更できます)。

GPIO12/CS7/ PWM1 入力 / 出力

GPIO8/URXD 入力 / 出力

8-10

CnSLP 出力

J12、J15、J18
トランシーバ nSTB (STB) 、TXD 入
力、RXD 出力ピンにそれぞれ接続

します。

CTXD 出力

CRXD 入力

12-19 GPIO 入力 / 出力 J11 他のすべての GPIO。
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4 ハードウェア設計ファイル

4.1 回路図

図 4-1 に、EVM スイッチの回路図を示します。
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図 4-1. EVM 回路図
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4.2 PCB のレイアウト

図 4-2. EVM レイアウト (最上層)

図 4-3. EVM レイアウト (最下層)
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4.3 部品表 (BOM)
表 4-1. 部品表

記号 数量 値 説明 PackageReference 部品番号 メーカー

!PCB1 1 プリント基板 INT224 任意

C2 1 4700pF CAP、CERM、4700pF、100V、+/- 10%、X7R、
0805

0805 GRM219R72A472KA01D MuRata

C4 1 0.1uF コンデンサ、セラミック、0.1µF、50V、±5%、X7R、
0805

0805 C0805C104J5RACTU Kemet

C5、C10、C19、C27、
C30

5 0.1uF CAP、CERM、0.1μF、100V、±10%、X7S、AEC-
Q200 グレード 1、0603

0603 CGA3E3X7S2A104K080AB TDK

C6、C11、C16 3 0.1uF CAP、CERM、1μF、16V、±10%、X7R、AEC-
Q200 グレード 0.1、0603

0603 CGJ3E2X7R1C104K080AA TDK

C7、C9、C15、C18、
C29

5 1uF コンデンサ、セラミック、1uF、16V、±10%、X7R、
0603

0603 C1608X7R1C105K080AC TDK

C8、C14、C17、C28 4 10uF コンデンサ、セラミック、10µF、16V、±20%、X5R、
0603

0603 GRM188R61C106MAALD MuRata

C12 1 0.1uF CAP、CERM、0.1μF、100V、±10%、X7R、AEC-
Q200 グレード 1、0603

0603 HMK107B7104KAHT Taiyo Yuden

C13 1 0.1uF コンデンサ、セラミック、0.1µF、100V、±10%、

X7R、0805
0805 C2012X7R2A104K125AA TDK

C20、C21、C31 3 10pF CAP、CERM、10pF、50V、±5%、C0G/NP0、

AEC-Q200 グレード 1、0603
0603 CGA3E2C0G1H100D080AA TDK

C25 1 10uF コンデンサ、セラミック、10µF、35V、±20%、X5R、
0603

0603 GRM188R6YA106MA73D Murata

C26 1 1uF コンデンサ、セラミック、1uF、50V、±10%、X7R、
0603

0603 UMK107AB7105KA-T Taiyo Yuden

D1 1 24V、2 チャネル ESD 保護ダイオード、車載ネット

ワーク向け、SC70-3
SC70-3 ESD2CAN24DCK テキサス・インスツルメン

ツ

D2、D3 2 赤 LED、赤、SMD LED_0603 150060RS75000 Wurth Elektronik

D4 1 LED マルチカラー チップ青 / 緑 / 赤 465nm/ 
528nm/ 626nm 50mA / 50mA / 40mA 6 ピン 
PLCC T/R

PLCC6 LRTBGVSR-4U4V-JW+8A8B-D8-3S4U-7Z ams-OSRAM

D5 1 40V ダイオード、ショットキー、40V、2A、AEC-Q101、
SOD-123F

SOD-123F SS24FL Fairchild 
Semiconductor

FID1、FID2、FID3、

FID4、FID5、FID6
6 フィデューシャル マーク。購入または取り付け不

要。

該当なし 該当なし 該当なし

H1、H2、H3、H4 4 小ねじ、丸、#4-40 x 1/4、ナイロン、十字穴付きな

べ

ねじ NY PMS 440 0025 PH B&F Fastener Supply

H5、H6、H7、H8 4 スタンドオフ、六角、0.5 インチ L#4-40 ナイロン スタンドオフ 1902C Keystone

J1 1 ヘッダ、100mil、6x2、金、TH 6x2 ヘッダ TSW-106-07-G-D Samtec

J2 1 D-Sub 9、11 ポジション、オス、TH D-Sub 9、2 列、オス、
TH

09 65 162 6810 Harting

J3、J9 2 ヘッダ、100mil、2x2、金、TH 2x2 ヘッダ TSW-102-07-G-D Samtec
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表 4-1. 部品表 (続き)
記号 数量 値 説明 PackageReference 部品番号 メーカー

J4、J5、J6、J8、J10、

J12、J13、J15、J18、
J21

10 ヘッダ、100mil、2x1、金、TH 2x1 ヘッダ TSW-102-07-G-S Samtec

J7 1 ヘッダ、100mil、6x1、金、TH 6x1 ヘッダ TSW-106-07-G-S Samtec

J11 1 ヘッダ、2.54mm、8×2、スズ、垂直、TH ヘッダ、2.54mm、8x2、
TH

PEC08DAAN Sullins Connector 
Solutions

J14 1 ヘッダ、100mil、3x2、金、TH 3x2 ヘッダ TSW-103-07-G-D Samtec

J16 1 ヘッダ、100mil、2x2、スズ、TH ヘッダ、2x2、2x54mm、
TH

PEC02DAAN Sullins Connector 
Solutions

J17 1 ヘッダ、100mil、3x2、スズ、TH 3x2 ヘッダ PEC03DAAN Sullins Connector 
Solutions

J19 1 ヘッダ、100mil、3x1、金、TH 3x1 ヘッダ TSW-103-07-G-S Samtec

J20 1 1mm 非絶縁短絡プラグ、10.16mm 間隔、TH 短絡プラグ、10.16mm 
間隔、TH

D3082-05 Harwin

LBL1 1 熱転写プリンタブル ラベル、幅 0.650 インチ x 高
さ 0.200 インチ、ロールあたり 10,000

PCB ラベル 0.650 x 
0.200 インチ

THT-14-423-10 Brady

P1、P2、P3、P4、P5、
P6

6 標準バナナ ジャック、非絶縁、15A バナナ ジャック 108-0740-001 Cinch の接続

Q1 1 -20V MOSFET、P-CH、-20V、-20A、DQK0006C 
(WSON-6)

DQK0006C CSD25310Q2 テキサス・インスツルメン
ツ

Q2、Q3 2 20V MOSFET、2-CH、N-CH、20V、6.7A、
DQK0006B (WSON-6)

DQK0006B CSD85301Q2T テキサス・インスツルメン
ツ

R2、R3、R16、R30、
R31

5 4.7k RES、4.7k、5%、0.1W、AEC-Q200 グレード 0、
0603

0603 CRCW06034K70JNEA Vishay-Dale

R5、R9 2 0 RES、0、5%、0.25W、AEC-Q200 グレード 0、
1206

1206 CRCW12060000Z0EA Vishay-Dale

R6 1 111k RES、111k、0.1%、0.1W、0603 0603 RT0603BRD07111KL Yageo America

R7、R8 2 60.4 RES、 60.4、1%、0.25W、1206 1206 RC1206FR-0760R4L Yageo America

R10 1 120 RES、120、1%、1W、AEC-Q200 グレード 0、
2512

2512 CRCW2512120RFKEG Vishay-Dale

R11 1 4.99k RES、4.99k、0.1%、0.1W、0603 0603 RT0603BRD074K99L Yageo America

R12 1 1.00Meg RES、1.00M、1%、0.125W、AEC-Q200 グレード 

0、0805
0805 ERJ-6ENF1004V Panasonic

R13 1 20.0k RES、20.0k、1%、0.125W、AEC-Q200 グレード 

0、0805
0805 ERJ-6ENF2002V Panasonic

R14 1 33.2k RES、33.2k、1%、0.125W、AEC-Q200 グレード 

0、0805
0805 CRCW080533K2FKEA Vishay-Dale

R15 1 100k RES、100k、5%、0.1W、0603 0603 CRCW0603100KJNEAC Vishay-Dale

R17 1 10.0k RES、10.0k、1%、0.1W、AEC-Q200 グレード 

0、0603
0603 CRCW060310K0FKEA Vishay-Dale
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表 4-1. 部品表 (続き)
記号 数量 値 説明 PackageReference 部品番号 メーカー

R18、R20、R24、R25、

R26、R27、R28、R29
8 0 RES、0、0%、0.25W、AEC-Q200 グレード 0、

0603
0603 PMR03EZPJ000 Rohm

R19 1 312 RES、 312、0.5%、0.1W、0603 0603 RT0603DRE07312RL Yageo America

R21 1 210 RES、 210、0.5%、0.1W、0603 0603 RT0603DRE07210RL Yageo America

R22 1 182 RES、 182、0.5%、0.1W、0603 0603 RT0603DRE07182RL Yageo America

R23 1 291 RES、 291、0.1%、0.1W、0603 0603 RT0603BRD07291RL Yageo America

R32 1 10.0k RES、10.0k、1%、0.1W、0603 0603 ERJ-3EKF1002V Panasonic

S1、S2 2 スイッチ、触感、SPST-NO、0.05A、12V、TH SW、SPST 3.5 x 5mm PTS635SL50LFS C&K 部品

TP1、TP2、TP3、TP4、

TP7、TP8
6 テスト ポイント、多目的、白色、TH 白色多目的テスト ポイ

ント

5012 Keystone Electronics

TP5、TP10、TP11、

TP12、TP13、TP14、

TP15、TP16、TP19、

TP20、TP21、TP24、

TP26、TP27、TP29

15 テスト ポイント、多目的、青色、TH 青色多目的テスト ポイ

ント

5127 Keystone Electronics

TP6、TP9 2 テスト ポイント、多目的、グレー、TH グレー多目的テスト ポイ

ント

5128 Keystone Electronics

TP17、TP18、TP22、

TP23、TP30、TP31、

TP33、TP34、TP35、

TP36、TP39、TP40

12 テスト ポイント、多目的、黒色、TH 黒色多目的テスト ポイ

ント

5011 Keystone Electronics

TP25、TP28、TP32、

TP37、TP38
5 テスト ポイント、多目的、赤色、TH 赤色多目的テスト ポイ

ント

5010 Keystone Electronics

U1 1 INH および WAKE 機能を備えた低消費電力信号

改善型 CAN FD トランシーバから改良されたフット

プリント

SOIC14 14 ピンの共通フットプリント テキサス・インスツルメン
ツ

U2 1 ±0.1°C 精度のデジタル温度センサ、内蔵 NV メ
モリ付き、6 ピン DSBGA パッケージ、動作温度範

囲 -55～150

DSBGA6 TMP117AIYBGR テキサス・インスツルメン
ツ

U3 1 SPI、UART、または I2C コントローラに対応した車

載セルフ電源型 CAN FD Light レスポンダ

HVSSOP20 TCAN5102DGQRQ1 テキサス・インスツルメン
ツ

C1、C3 0 20pF CAP、CERM、20pF、100V、±5%、C0G/NP0、
0805

0805 08051A200JAT2A AVX

C22 0 0.1uF CAP、CERM、1μF、16V、±10%、X7R、AEC-
Q200 グレード 0.1、0603

0603 CGJ3E2X7R1C104K080AA TDK

C23 0 0.1uF CAP、CERM、0.1μF、100V、±10%、X7R、AEC-
Q200 グレード 1、0603

0603 HMK107B7104KAHT Taiyo Yuden

C24 0 0.1uF コンデンサ、セラミック、0.1µF、100V、±10%、

X7R、0805
0805 C2012X7R2A104K125AA TDK

C32、C33 0 10pF CAP、CERM、10pF、50V、±5%、C0G/NP0、

AEC-Q200 グレード 1、0603
0603 CGA3E2C0G1H100D080AA TDK
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表 4-1. 部品表 (続き)
記号 数量 値 説明 PackageReference 部品番号 メーカー

L1 0 100uH インダクタ、フェライト、100µH、0.15A、2Ω、SMD SMD、4 リード、本体 
4.7 x 3.7mm

ACT45B-101-2P-TL003 TDK

R1、R4 0 4.7k RES、4.7k、5%、0.1W、AEC-Q200 グレード 0、
0603

0603 CRCW06034K70JNEA Vishay-Dale
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5 追加情報

この EVM でサポートされている TI の SOIC 14 ピン CAN トランシーバは、ti.com に掲載されています。CAN トランシー

バ。

5.1 商標

すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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重要なお知らせと免責事項
テキサス・インスツルメンツは、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みます)、アプリケーショ

ンや設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供しており、商品性

および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的にかかわらず拒否しま
す。

これらのリソースは、 テキサス・インスツルメンツ製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーショ

ンに適した テキサス・インスツルメンツ製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種

規格や、その他のあらゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。

上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている テキサス・インスツルメンツ製品を使用す

るアプリケーションの開発の目的でのみ、 テキサス・インスツルメンツはその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製す

ることや掲載することは禁止されています。 テキサス・インスツルメンツや第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様

は、これらのリソースを自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、 テキサス・インスツルメンツおよびその代理

人を完全に補償するものとし、 テキサス・インスツルメンツは一切の責任を拒否します。

テキサス・インスツルメンツの製品は、 テキサス・インスツルメンツの販売条件、または ti.com やかかる テキサス・インスツルメンツ製品の関連資料など

のいずれかを通じて提供する適用可能な条項の下で提供されています。 テキサス・インスツルメンツがこれらのリソースを提供することは、適用される 

テキサス・インスツルメンツの保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではありません。

お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案した場合でも、 テキサス・インスツルメンツはそれらに異議を唱え、拒否します。IMPORTANT 
NOTICE
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り、商品性および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的に
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は一切の責任を拒否します。
TI の製品は、 TI の販売条件 、 TI の総合的な品質ガイドライン 、 ti.com または TI 製品などに関連して提供される他の適用条件に従い提
供されます。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではあり
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